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単層カーボンナノチューブ (single-walled carbon nanotube, SWNT) は，機械的に柔軟であり，高

いキャリア移動度を持ち，さらに直径を制御することによってバンドギャップを調整できるため，

高性能太陽電池への応用が期待されている材料の一つである [1,2]．特に SWNTsは 1.0 eV以下の

狭いバンドギャップを有し，また一つの光子で多数のキャリア生成が可能な多重励起子生成が理

論的に予測されていることから，赤外光太陽電池の高効率化に大きな期待が寄せられている．高

効率 SWNTs太陽電池の作製のためには，キャリアの種類や，密度を，空間選択的に制御しながら

SWNTs 内部へドープする方法の確立が必要不可欠である．また，ドーピング状態の安定化も，

SWNTsの太陽電池を実用するには重要な課題である．発電効率の向上の観点からは，pn接合によ

り生成されたキャリアの損失を最小限にすることが重要であり，同一の SWNT 内で pn 接合を形

成する“面内 pn 接合”が最もキャリア損失のない理想的な形状と言える．しかしながら，面内

pn接合 SWNTsにおいては，明確な発電特性はこれまで報告されていない． 

近年，我々はプラズマイオン照射方法を用い，空間選択的に SWNTs薄膜へセシウムを内包させ

ることによって，SWNTs 面内での pn 接合形成の実現に成功している．そこで今回は，上記の手

法で形成した面内 pn接合 SWNTs薄膜において太陽電池特性の評価を行った．この際，生成した

キャリア損失を最小限とする目的で，高配向かつ純度 99%の半導体 SWNTs を利用した．ソーラ

ーシュミレータを使用し光照射の有無による電気特性を測定した結果，明確な短絡電流，及び開

放電圧の観測に成功した．このような面内 pn接合 SWNTs 薄膜において，明確な発電特性を観測

したのは本研究が初めてである． 
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